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キャンペーンシナリオ『ログレイズ探訪記』

４人の少女
以降のシナリオテキストは、４人の
少女が PCとして登場するのを想定
して書かれている。GMは必要があ
れば、PCの人数や性別に応じて適
宜描写を変更してほしい。

地図を指しながら
基本ルールブック P.96 の地図を印
刷しておくと、説明がしやすいだろ
う。今回のキャンペーンは遠方の都
市を訪問することもあるため、地図
を一枚印刷しておくと便利である。

◇ プレイ時間  ：3 ～ 4 時間
◇ 想定 PL 人数  ：3 ～ 4 人
◇ 戦闘  ：戦闘なし
◇ 難易度  ：ふつう
◇ シナリオタイプ
☑ はじめての訪問 □都市に滞在中
□単発　　　 　　☑ キャンペーン

◆あらすじ
無事に修行を終え、ついに旅立ちの日を迎

えた新米魔女の一行。
　魔女の集落を出たマギサたちが向かったの
はログレイズ。ダンダルジオスとアイオニオ
の国境に位置し、大きな市場を持つ都市です。
活気があり開放的な街を想像していた PC た
ちは、到着早々騒動に巻き込まれます。慌て
ているうちに街門は閉鎖。いったい何がどう
なってるの !?
　街を封鎖したのは、ログレイズの水運を司
るブランシャール家。どうやら、当主の一人
娘コレットを描いた肖像画が盗まれたようで
す。調査を進めていくと、絵を盗んだ犯人は
作者の画家・ロランだということがわかりま
す。彼は肖像画の出来に納得がいっておらず、
たとえ納期に間に合わなくても表情を描き直
したいと嘆いています。かつてロランが垣間
見て、心惹かれたコレットの笑顔。彼女にも
う一度笑ってもらうため、PC たちは彼女の
ためだけに人形劇を開くことに決めるのでし
た。

◆登場NPC
ロラン 20 代後半 /男性
アイオニオの貴族から出資を受ける画家。絵
に対するこだわりは誰より強い。
コレット・ブランシャール 10代後半/女性
ブランシャール家の一人娘。おしとやかに見
えて案外我が強い。
マクシム・ブランシャール  40代前半/男性
ブランシャール家の当主。典型的な親ばかで
娘のコレットに甘い。
ファブリス  30 代前半 /男性
ログレイズに住むペルカ。鑑定士兼役人とし
て、ログレイズの市場を見守っている。
クレア 20 代後半 /女性
ファブリスと共に暮らす女性。かすれた声で
喋る。

◆準備フェイズ
　PC と工房のデータ作成、滞在先の決定を
行います。
舞台
ログレイズ　
川沿い / 国境沿い / 草原

（初期警戒度 -30）
ダンダルジオス南部、アイオニオとの国境

付近に位置する町。

シナリオ概要

第1話 消えた肖像画の謎
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滞在先がかぶらないように
ひとつの街にいるペルカの数は限ら
れている。金銭的な都合や、周辺住
民に怪しまれやすいことから、ペル
カが２組以上のマギサたちを家に泊
めるのは難しいため、新米魔女が最
初に訪れる街は集落側から指定され
ていることが多い。

森の様相
ニル＝クルゲド北部、魔女の集落周
辺には、うねうねと枝が曲がった黒
い木が生えている。対して、大陸東
部に広がるのは緑の広葉樹の森だ。
詳しくは基本ルールブックの P.63
を参照してほしい。

しておくべきこと
元気よく答えてくれた PC がいれ
ば、正解だと伝えつつ続きを読み上
げよう。反対に、悩んでいるような
ら早めに答えを教えてあげるとよ
い。本作は初心者向けのシナリオで
あるため、便宜上このような確認を
行っている。よって、全員が『魔女
と彩愛のアステール』の世界観に慣
れているなら、以降の判定処理も含
めてこのくだりは飛ばしてしまって
も構わない。

集落で習っているはず
集落を出る魔女が全員修得している
基礎魔法のひとつだ。キャラクター
シートを確認してもらおう。

魔法判定
GMは判定ルールについて補足して
おくとよいだろう。基本ルールブッ
クの P.34 を参照されたし。

今回はどんな姿に
PC がどんな姿に変身するか迷うよ
うであれば、今回の滞在先が大きな
市場のあるログレイズだと伝えてあ
げるとよい。つまり、行商人や旅芸
人などに変身するのが無難である。
もちろん、PCにはこれらに当ては
まらない設定を好きに考えてもらっ
て構わない。

判定を行う
なお、この判定で大失敗した場合、
まだ滞在先が決まっていないため警
戒度の上昇は起こらない。

◆プロローグ
　ここは、ニル＝クルゲド王国の北にある魔女の森。木立の陰に隠れた扉の前に、４人の少女が
佇んでいます。
　君たちは白魔女・マギサ。感情の結晶アステールを見ることができ、神に祈りを捧げることで
魔法を操る特別な存在です。数年間の修行を終え、集落の長老に認められて、森を出て外の世界
を旅することを決めました。人助けをしたい、家族にもう一度会いたい……旅の目的はそれぞれ
違いますが、君たちは「互いに助け合い、四人で旅をするように」と、共に世界を巡ることになっ
たのでした。

　PC たちの前にあるのは魔法の扉。行き先を念じながらノブを握ることで、遠く離れた場所に
ある別の扉まで移動することができる優れものです。さて、肝心の行き先ですが……君たちは心
配性の先輩魔女の言葉を思い出します。

「いい？ あなたたちが向かうのは、ダンダルジオスとアイオニオの国境付近にあるログレイズの
街よ。大きな市場がある街だから、人の出入りも多いし、初めて訪れても怪しまれづらいと思う
わ。街に一番近い扉は……（地図を指しながら）カッツゲルド大森林の端にある扉ね」

「人里に紛れるときは相応しい姿に変身すること。魔法を使うときは、人目に触れないように。
それから、街に着いたらちゃんとペルカに手紙を出すのよ。くれぐれも、危ない目に遭わないよ
うに気を付けてね」

　同時期に旅立つ他のマギサたちと滞在先がかぶらないように、PC たちは指示通りログレイズ
に向かうことにします。
　扉をくぐると、森の様相が変化します。無事移動に成功したみたいです！ （地図を確認しなが
ら）森を出て川を下れば、ログレイズに到着できるでしょう。

　さて、その前に「人気のない森で」しておくべきことはなんでしょう……？

　年頃の女の子が４人で旅をしていれば、魔女だと怪しまれてしまいます。PC たちは「魔法を
使えない人々・イリスから見て、違和感のない姿に変身する」必要があります！ こんなときに
便利な魔法を集落で習っているはずです。
　早速、鏡の魔法を使ってみましょう！ 魔法を使用するときは魔法判定が必要になります。

鏡の魔法 よわたり (8)　黄の魔女のみボーナス +1

　自分が見たことのある生物（人間も含む）に変身できる。今回はどんな姿になろうかな！
PC 全員が１回ずつ判定を行う。

・全員が判定に成功した

問題なく変身できる。集落の外で魔法を使うと緊張するなぁ……。

・誰かが判定に失敗した

ちょ、ちょっと待って……魔法がうまく使えないよぉ！ 後でおさらいしておこう……。

本編
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以下の文章
本キャンペーンの真の黒幕、謎の黒
魔女が、事件の顛末を予測して楽し
んでいるシーンである。マギサたち
が介入しなければ、この文章の通り
ロランたちは悲劇的な結末にたどり
着いてしまう。PCたちには頑張っ
てもらおう。

好きな色のアステール
赤、青、緑、黄の４色からひとつ選
ぶこと。原則として、白のアステー
ルを入手できるチャンスがあるの
は、ペルカの元を離れるときだけだ。

家の扉に描かれている紋章
基本ルールブックの P.8 に記されて
いる。

　それぞれ「なんの変哲もないイリス」に姿を変えた PC たちは、森を出て船着き場へと向かい
ます。

「おや、お客さん！ どこまで行きますかい？」
「はいはい、ログレイズね！ あそこはいつ行っても賑やかだからいいですな」
　船頭の陽気な鼻歌と共に、PC たちを乗せた船は、クローゼル川を下っていくのでした──。

◆オープニング
　PC たちが街に到着する前に、GM は以下の文章を読み上げてください。

　『日傘を差した少女』　画家ロランの手による油絵で、ログレイズの名だたる商家の令嬢を描い

たものである。

　その実、ロランはモデルとなった令嬢の姿を見ずに絵を仕上げたという。しかし、この絵は不

思議と彼女の本質を捉えているといえよう。こわばり縮こまった手の指、慎ましく伏せられた睫

毛、そして、憂いを帯びた瞳。愛娘の姿を美しく描かせるため、親が並べ立てた美辞麗句から

……画家は、籠の鳥として生きる少女の哀しみを写し取ったのだ。

　ああ、なんたる奇跡……！ 人の愚かさの結実！

　さて……一枚の絵をめぐる悲劇の、始まり、始まり。

　船でのんびりと川を下ることしばし、PC たちはログレイズの街にたどり着きます。滞在先シー
トに街の名前とデータを書き込みましょう。

　船頭にお礼を告げ、船を降りて街門をくぐると……ひっきりなしに行商人や荷馬車が出入りす
る広場と、その先に続く賑やかな大通りが目に飛び込んできます！ 10 歳の頃に生まれ故郷を飛
び出してから、数年間を魔女の集落で過ごした PC たちにとっては、久々に ( あるいは初めて )
見る光景でしょう。心が動かされて、そわそわと落ち着かないような、胸が高鳴ってわくわくす
るような、そんな気持ちになるかもしれません。
　ここで情動判定を行ってみましょう。

賑やかな広場　情動判定 (7)

　集落に来てからずっと関わりを断っていた外の世界。その姿を見て何を感じるかは、人それぞ
れだ。
　PC 全員が１回ずつ判定を行う。判定に成功した PC は、好きな色のアステールを１点手に入
れる。

　おっといけない……ちゃんと街の様子を見て回らないと。滞在予定の街に到着したマギサが、
真っ先にすべきことが１つあります。
　鏡の魔法は時間が経つと効果が切れて、元の姿に戻ってしまいます。ある程度なら逐一魔法を
かけ直せばいいですが、いつかは誰かに魔法を使っているところを見られてしまいます。それま
でにペルカ──魔女である君たちを匿って、こっそり家に泊めてくれる協力者を見つけなければ
なりません。
　ペルカを探すときの手がかりは、家の扉に描かれている紋章です。この紋章は「魔女にしか見
えないインク」で描かれており、扉の下から君たちがこっそり手紙を差し入れることで、ペルカ
に「今日から泊めてほしい」と伝えることができます。
　まずは広場の周囲から、ペルカの家を探してみましょう。
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他のペルカを探さなければ
他のペルカを探したがる PCがいれ
ば「探索中にそれらしい家があった
ら GMから申告する」と言ってあ
げるといい。残念ながら、現時点の
ログレイズには（今回のキャンペー
ンでペルカとなる）ファブリス以外
に PCたちを受け入れ可能なペルカ
はいないので、そんな家が見つかる
ことはないのだが。倉庫は絶対に嫌
だとごねる PCがいたとしても、最
終的には一度様子を見るために倉庫
を訪問することになるだろう。

ペルカの家はどこだろう　よわたり (6)

　初めて泊まるペルカのお家。素敵なところだといいな～！
PC 全員が１回まで判定を行うことができる。

・誰かが成功した

ペルカの家（？）を発見！ でも、本当にここでいいのかな……。

・全員が失敗した

周りをきょろきょろ見回しているのが怪しく見えてしまったみたい……。警戒度に +2。

　広場の周囲をうろうろしていると……なんと、倉庫の扉に玄関扉の紋章が描かれています。えぇ
……倉庫を家にしてるってこと？
　この倉庫に手紙を差し入れるかどうかは PC たちの自由です。手紙を書いた場合、しばらく時
間が経って ( ペルカが手紙を読んでくれたと思うタイミングで ) もう一度この場所を訪れてみる
といいでしょう。手紙を書かない場合、他のペルカを探さなければならないでしょう。
　手紙を書くかどうか決めたところで、君たちは広場がにわかに騒がしくなったのに気が付きま
す。さっきとは打って変わってとげとげしい声や、困惑したような声が響いています。

「おいおい、勘弁してくれよ！ 馬車を通してくれないと困るんだって！」
「せめて船の積み荷だけでもなんとかさせてくれ！ 腐る前に売っちまわないと！」
「そんなことを言われても……こちらだって指示に従っているだけなんだ！」
　PC たちは赤と青のアステールを１点ずつ手に入れます。
　どうやら、突然街門が閉まって通行止めになってしまったようです。いったい何があったので
しょうか……？

◆情報収集フェイズ

なんで街門が閉まった？　よわたり (8)

　ひとまず、原因を調べてみないと。周りの人の声に耳を傾けてみよう。

・誰かが判定に成功した

広場にいる商人たちに事情を聞くことができる。

・全員が判定に失敗した

えぇっ、魔女が隠れているから異端審問官が捜査をしている !? 真相にたどり着く前に、根も
葉もない噂に踊らされて浮足立ってしまう。警戒度に＋２。

　街門が閉められたのは、ログレイズの大商人「ブランシャール家」に納められる予定の絵が盗
まれたからです。ブランシャール家の当主は、血眼になって絵を探しているそうな。絵が見つか
るまで街の封鎖が解かれることはないでしょう。
　また、このまま騒ぎを放っておけば、街の封鎖が解けないままに、自警団による捜査が進んで
いくことになります。ごたごたのせいでペルカと上手く合流できなかった場合、手荷物の検査な
どで魔女だと勘付かれてしまう危険があります。人目につく場所で鏡の魔法が解けてしまうかも
しれません。事件が早期に解決するよう、PC たちも積極的に行動を起こした方がいいでしょう。
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金銭目当てで絵を盗んだわけではな
い
あからさまな盗品なので、市場に流
れれば出処が一瞬でばれてしまうか
らである。宝石などと違ってわかり
やすい価値のある品でもないため、
そもそも買い手がつかないだろう。

判定の難易度
今回の例に限らず、GMは PCの言
動を見て判定の難易度を好きに加減
してよい。GMが提示した以外の解
決法が見つかったり、判定を魔法で
代用して事態を解決できることもあ
るはずだ。PL の提案には、できる
範囲で柔軟に対応してあげよう。無
論、提案を取り下げることもまた
GMの自由だ。

 ◆イベントマップ

① ②

③

④

⑤

⑥ ⑦ ⑧

犯人は誰？　ものしり (10)

　絵を持ち去った人の情報を集めてみよう。人相がわかればいいんだけれど……。

・誰かが判定に成功した

聞き込みをしてみたら、気になる情報がいくつか手に入った。

・全員が判定に失敗した

情報は集まったけど、頭を使いすぎたせいでふらふらだよ……。全員のげんきを－３する。

　誰が犯人なのかはまだ定かではありませんが、盗まれたのは「ブランシャール家の一人娘を描
いた肖像画」だということがわかります。絵画はかなりのサイズで、街中で怪しまれないように
持ち歩くのは不可能でしょう。ただでさえ目立つそれは、赤いベルベット（手触りがよく、つや
つやした高級な布）に包まれていたそうです。
　また、犯人は盗賊のように金銭目当てで絵を盗んだわけではないことがわかります。もしかし
たら、絵に特別な思い入れがあるのかもしれません。極悪人じゃなさそうなら、犯人を見つけた
ら事情を聞いてみた方がいいかも……。

　情報収集を終え、PC たちが絵画泥棒を探すことにしたところで、探索フェイズに移ります。

◆探索フェイズ
　絵画泥棒を探すことにした PC たちは、目撃情報を集めるためにログレイズの街を調べて回る
ことにします。　

①ブランシャール家の馬車

芋を洗うような混雑の中、PC たちは問題のブランシャール家のものと思しき馬車を見つける。
あの人たちが絵を運んできたのかな？　盗まれた直後なら、詳しい事情を知っているかも！

手がかりを求めて　よわたり (12)

絵を運んできた使用人たちは、ピリピリした雰囲気だ。当主様にばれたら、ものすご～く怒られ
そうだもんね……。
PC のうち誰か１人が代表して判定を行う。PC の誰かが「犯人を探すのに協力する」「使用人た
ちに同情する」といったロールをしていた場合、GM は判定の難易度に－１～２の修正をつけて
もよい。
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・判定に成功した

「あー……実はその……内密に頼むぞ」
使用人たちがこっそり事情を教えてくれる。

「俺たちは王都オリンシアスの近郊から、マクシム様のご用命で絵を運んできたんだ。街門を
通って、荷を確認するまでは、確かに絵はここにあったんだ」

「それでその……マクシム様には本当に秘密にしてくれよ？ よくわからん男……フードを被っ
ていたから人相まではわからんが、そいつが『絵を引き取りに来た』って言うから渡してしまっ
たんだ……」

「いやいや、ただの不審者だったらおめおめ引き下がっていない！ ブランシャール家当主のサ
インが入った書状が出てきたから本当だと思ったんだ！ しかし、絵が盗まれたというんだから
あれは偽物だったんだろうな……頼むから誰にも言わないでくれよ！」
かわいそうだからこの件は黙っておいてあげよう……。絵を運ぶと言っていた人は、あっちに
向かったみたい。イベント②に進む。

・判定に失敗した

「なんだ、お前らも文句を言いに来たのか！ こちとら絵を盗まれたせいでマクシム様に折檻さ
れかねないんだぞ！」
ひえ～っ、怒らせちゃった！ この様子だと話を聞くのは無理そうだ……。PC たちは赤のアス
テールを 1 点ずつ手に入れ、げんきを -2 してイベント③に進む。

②偽物？ 本物？

犯人が向かったという方角に進んでみると、表通りを外れて少し人通りの少ない細い路地に出ま
す。
イベント③で話を聞いているか、ものしりかよわたり (8) の判定に成功すると、どうやらここは、
鈍色市と呼ばれる区域だということがわかります。一日を通して日の光が差しにくい場所にあり、
光が当たると色が褪せてしまう絵画などの芸術品を売る商人が集まっているそうです。確かに、
ここなら絵が通っても気付かれにくいかも。
PC たちが聞き込みをするため市を歩き回っていると、とある画商が喜色満面で絵を売り込んで
いるのが目に入ります。

「お客さん、お目が高いね！ この絵はアイオニオのさる高名な画家が描いたものなんだ。ほら、
ここにサインもあるだろう？ 本当はこういった市に流れてくるものじゃないんだが……今回は
運良く仕入れに成功してね。どうだい？ 安くはないが……お客さんになら特別に譲ってもいい
んだぜ」

特別な絵　ものしり (10)

そんなにすごい絵なのかな？ 話を聞いているうちに気になってきちゃった。
PC のうち誰か１人が代表して判定を行う。誰かが成功するまで続ける（判定を行う PC は１回
毎に変えてよい）。

・判定に成功した

むむ……よくできてるけど、ニセモノだね！ その絵が贋作であることがわかる。二束三文の絵
に、新しい絵の具を塗り重ねてそれらしく見せているだけで、サインも画家のものを真似て描
いているだけのようだ。

よくわからん男
後に登場するロランのことである。
オープニングに登場した黒魔女と勘
違いして PLが怯えているようであ
れば、ロランと会った後にそれとな
く補足しておくとよいだろう。

判定に成功すると
探索フェイズで散発的に発生するこ
ういった判定でも、PCのまんぷく
は減少する。成否に関わらず、判定
を行った回数だけ減少する点にも気
をつけよう。

判定を行う
PC がどうしても関わり合いになり
たくない様子であれば、判定後に何
も言わず見ていた場合と同様に処理
をするとよい。アステールが手に入
らない点に注意されたし。良きにつ
け悪しきにつけ、人との関わりがア
ステールを生むのだ。
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トラブルになっちゃった……？
画商の語調は激しいが、こちらを脅
かして発言を撤回させようとしてい
るだけで、本気で怒っているわけで
はない。赤のアステールが生じてい
ないのもそのためだ。とはいえ、感
情の機微に疎いマギサがこういった
事情を察するのは難しいだろう。ア
ステールによって大まかな感情が可
視化されても、気持ちをすべて汲み
取れるわけではないのだ。

言っちゃう？ 言わない？

押しの強い画商に言いくるめられて、お客さんは今にも絵を買ってしまいそう。人助けだと思っ
て、注意してあげた方がいいのかな？

・お客さんにこっそり伝える

「なんだって？ 私は騙されていたのか……」
お客さんは画商の嘘に憤っているようだ。PC は赤のアステールを 1 点ずつ手に入れる。

・店主に面と向かって贋作だと言う

「い、一体何を根拠にそんなことを……！」
店主は PC の話を聞き流そうとしつつも、目に見えて狼狽している。PC は緑のアステールを
1 点ずつ手に入れる。

・何も言わずに見ている

彷徨っていた視線が、ばちっとお客さんとかち合った。困ったような顔をしている……もしか
して、何を考えてるのかばれちゃったのかな？

何にせよ、絵が贋作であることを察したお客さんは、目に見えて購買意欲を失います。
「残念だけど購入は取りやめだ。それじゃあ」
「まあまあそう言わず！ おいあんたら、でたらめ吹き込まれちゃ困るぜ！ 俺の商売を邪魔する気
か !?」
ど、どうしよう……トラブルになっちゃった……？ PC たちがうろたえていると、背後から身な
りのいい男性がひょいと顔を出します。

「いただけないなぁ。礼儀と品格、どちらも欠けた発言だ」
「げぇっ、ファブリスの旦那！ こ、こんなところまで何の御用で？」
「なーに、お前たちが商売に精を出しているか、散歩がてら見に来ただけさ。で、どうなんだ？ 
お客様とは仲良くやっているのかい？ え？」

「そ……そりゃあもちろん！ あ、あんたがたも何か困ったことはないかい !? 旦那も知っての通り、
俺は誰にでも親切なんでな！」
早口にまくしたてる画商は、赤い布のかかった絵について聞かれると、丁寧に情報を提供してく
れます。

「ああ、見た！ 確かに見たぜ！ ただ、鈍色市に運び込まれたのは見たんだが、運び出されたって
話は聞いてねぇな……いや、本当だって。あんな目立つもん見逃す奴はいねぇよ」
まさかもう売られちゃったとか !? いやいや、案外近くに隠されているのかも……何にせよ、更
に調査を進めないと。

「次はないぜ、ログレイズで商売したいなら気をつけな」
「はっ、はいぃ！ お目溢し感謝します！」
ファブリスと呼ばれた男性は深く頷くと、PC たちの方に向き直って笑顔で話しかけてきます。

「いやぁ、キミたちのおかげで仕事が楽になったよ。どうして気付いたんだい？」
「へ～え、やるねぇ。キミたちには、正しくモノを見る目が備わっているようだ。行商人でもやっ
ているのかい」

「今の時期は人の出入りが激しいから、まともな宿屋はほとんど大入り満員さ。もしも泊まる場
所に困ったら、ここを訪ねてくれよな」
簡単なメモを書いて PC たちに渡すと、男性はひらひらと手を振りながら立ち去ります。
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印がつけられた目的地は……紋章を見つけた倉庫だ！ メモの隅には、扉のものと同じインクで、
玄関扉の紋章も書かれている。さっきの人、もしかしてペルカなんじゃ……？
問いかけようにも、既に男性の姿はない。事件が解決して落ち着いたら、また会いに行こうか。
イベント④に進む。

③ゲーム盤を囲んで

使用人さんに追い返されちゃったから、別の人に事情を聞いてみないと。辺りを見回すと、色々
な人がゲーム盤を囲んで賭け事をしているみたいだ。
すみませ～ん……皆ゲームに夢中で話を聞いてくれそうにない。ゲームで勝てば、話を聞いてく
れるかな？

いざ、勝負！　ものしり (10) か きよう (10)

頭を使う駒遊びや、台座から棒を抜いていくバランスゲーム……どうせなら得意分野で勝負しよ
う！ 誰がやってみる？
PC のうち誰か１人が代表して判定を行う。誰かが成功するまで続ける（判定を行う PC は１回
毎に変えてよい）。

・判定に成功した

「うげぇっ、あんた強いな !?」「畜生、やられたぜ！」
周囲の人々は口々に PC たちの健闘を称えてくれる。今質問すれば、快く答えてくれるだろう。

「あー、門が閉められたって話な。俺たちはずっと遊んでられるから関係ないがな！」
「絵を探してるって言うんなら、日陰モンのところじゃねえのか？ 砂粒を隠すなら浜に、絵を
隠すなら鈍色市に、だ」

「この道をまっすぐ行って裏通りに入りな。やたらと沢山絵が並んでるから、見ればすぐわか
るぜ」
ありがとう、おじさんたち！ PC たちが鈍色市に向かったら、イベント②に進む。

④ものすごい人混み

手がかりを探してきょろきょろと辺りを見回す PC たち。いつの間にか、最も賑わう大通りに出
てしまったようで……うわぁ、すごい人混み！

「さあ、寄ってらっしゃい見てらっしゃい！ うちは果物をどこより安く売ってるよ！」
「旅のお供に乾物はいらないかい！ 干し肉、干し魚、干しナツメ、なんでもあるよ！」
すさまじい喧騒で会話もままならない状態で、PC たちは人混みに押し流されて散り散りになり
かける。手をつながないと流されちゃう！

人混みに流されて　かっぱつ (9)

PC 全員が１回ずつ判定を行う。

・全員が判定に成功した

ふぅ、危なかった。全員で手をつないでいると、なんだか不思議な気分。PC は情動判定を行い、
成功した PC は黄のアステールを 1 点ずつ手に入れる。その後、イベント⑥に進む。

・誰かが判定に失敗した

ふぅ、なんとか間に合った。皆大丈夫……じゃない !? はぐれた子たちを探しに行かないと！ 
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イベント⑤に進む。

・全員が判定に失敗した

うわぁ～っ！ ちょ、ちょっと押さないで！ なすすべもなく人混みに流されて、PC たちはばら
ばらになってはぐれてしまう。全員のげんきを -3 し、イベント⑤に進む。

⑤屋台のおばさん

人混みに揉まれて迷子になってしまったマギサたち。仲間を探してきょろきょろしていると、揚
げ物屋台のおばさんが話しかけてきます。

「なんだい、連れとはぐれちまったのかい？」
「まあ、のんびり待ってればそのうち会えるさ！ これでもお食べ」
野菜揚げをもらった PC たちは、店の軒先でお迎えをのんびり待ちます。おやつを食べたらちょっ
と眠くなっちゃったかも……。イベント④で判定に失敗した PC は、まんぷくを＋１して [ ねむ
け ] の状態異常を受ける。

「あ！ いた！」しばらく待っていると、道に迷わなかった PC たちが見つけてくれます。調査に
戻ろう。PC たちが合流したらイベント⑥に進む。

⑥色とりどりの布

しばらく市場を歩いた PC たちは、鮮やかに染められた布が売られている通りにたどり着きます。
布かぁ……なんとなく、ここに手がかりがある気がする！

赤い布を探して　ものしり (8) と かっぱつ (10)

高級な赤い布、どこかに落ちてたりしないかな……なんちゃって。
PC の誰かが判定に成功するまで続ける。２つの判定は別々の PC が行ってもよい。

・判定に成功した

とある露天の店先、うず高く積み上げられた織物の陰に、雑に折りたたまれた赤い布が置いて
あるのを見つける。赤くてつやつやの……ベルベットだ！ 布を広げて見ると、裏側に絵の具が
かすれた跡が残っているのがわかる。また、鼻を近付けて嗅いでみれば、溶き油特有のにおい
が残っている。

寝ぼけ眼の店主に話を聞いてみると、驚いた顔で「うちではそんな高い布は取り扱ってないよぉ。
誰かが間違えて置いていったのかね？」と言います。やっぱり、これが絵を包んでいた布だよ！ 
店主は、よくよく店を調べてから「誰も買っていないはずの青い布がなくなっている」と教えて
くれます。

「取り違えたにせよ、盗んでいったにせよ、俺は気にしてないから犯人は捕まえたりしなくてい
いよ」

「ふあぁ……こっちのベルベットの方がよほど高く売れそうだしねぇ」
おそらく犯人は、店の布を盗んで元の布と交換して、鈍色市から絵を持ち出したのでしょう。つ
まり、青い布をかぶせた大きな絵が通ったか聞けばいいんだね！
PC たちが店主との会話を終えたら、イベント⑦に進む。

⑦あやしい人たち

街中で青い布の噂を聞く PC たちは、人々の話し声を耳にします。
「オリンシアスで歌劇を見る予定だったんだが、この分だとどうなることやら」
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「いやあ、足止めを食らうとは災難でしたな」
「ブランシャールの旦那様は娘さんを溺愛してらっしゃるからなぁ……。なんでも、娘さんが心
配で、私室や寝室にも見張りをつけているとか。夜中は眠くて仕方がないと、使用人がぼやいて
いましたよ」
皆が困るのに、娘のために街門閉めちゃうくらいだもんね。お嬢様の暮らしも大変そうだなぁ。
証言を辿りながら絵が運ばれたという先に向かうと……あれ、あそこに怪しげな２人組が！ 何
やらこそこそ話しているようだけど……。
誰かがきよう (9) の判定に成功すると、話の内容を立ち聞きすることができます。

「アニキぃ、やっぱりヤバいんじゃないっすか？ なんたって、あのブランシャール家を敵に回す
かもしれないんスよ !?」

「うるせぇ！ 先生の満足のいく出来になるまで、あと何日か辛抱すればいいだけだろうが！ あの
人の熱意に、お前は胸を打たれなかったのかァ !?」

「ま、まあ確かに……謝礼もたんまりもらっちゃってるっすからねぇ……でも、やっぱり布屋か
ら商品盗んだのはヤバかったんじゃ……」

「うるせぇ！ なりふりかまってる場合じゃなかったろ！ 事が済んだら頭下げて返しに行くぞ！」
犯人、見つけたー !! でも、そこまで悪い人じゃないみたい？
しばらく話し合った後、２人は屋台で軽食を買い込むと、そそくさとどこかに向かっていきます。
後をつけてみようか……？

後をつける　かっぱつ (10)

こっそり後をついていけば、絵を持っている「先生」の居場所がわかりそうだ。
PC 全員が１回まで判定を行うことができる。

・誰かが成功した

尾行ってドキドキするね！ 成功した PC が皆を先導し、そーっと２人の後をつけていく。

・全員が失敗した

「アニキ！ つけられてるっすよ！」
「何ぃ !? あいつら、まさか話を聞いてやがったのか !?」
逃げる男たち、追うマギサたち……これはもしかして、騒ぎになっちゃったかも !? 警戒度に
＋２する。

PC たちが判定を行ったらイベント⑧に進む。

⑧画家ロラン

２人の男を追った PC たちは、寂れた雰囲気の貸家にたどり着きます。
「( イベント⑦の判定に成功した場合 ) 先生、食事を持ってきたっすよ～」
「( イベント⑦の判定に失敗した場合 ) ぜぇっ……はぁっ……なんとか撒いたか？ 危ないところ
だったぜ」
男たちは、あの家に隠れている人物に、食事を買って届けているようです。絵を返すよう説得す
るにせよ、犯人をこっそり助けてあげるにせよ、まずは事情を聞いてみるべきでしょう。男たち
も、様子を見る限り話せばわかってくれるような印象を受けます。
もしも PC たちが貸家の場所をブランシャール家に教えた場合、ロランは取り押さえられて絵は
回収されます。GM は以降の演出を飛ばして、クライマックスフェイズの最後「ロランを引き渡
した場合」の描写を行ってください。

「ロランを引き渡した場合」
無難な対応ではあるものの、シナリ
オの後味は最悪になる。ロランとの
仲も険悪になり、今後のキャンペー
ンの進行もややこしくなるため、こ
の展開はなるべく避けたほうがいい
旨は PLにも伝えておこう。
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PC たちが貸家に入ると、男たちは取り乱して、部屋の奥にある扉を隠そうとします。
「( イベント⑦の判定に失敗した場合 ) うげぇっ、まだついてきてたのかこいつら！」
「何の用だよ！ 人様の家に勝手に入ってくるもんじゃないぜ！ 帰った帰った！」
「まさか、ブランシャールの手先か !? くっ、どうすれば……」
両者が引き下がらず膠着状態に陥ったところで、奥の扉が開いて、ぼさぼさ頭の青年が出てきま
す。エプロンや手には絵の具がこびりついており、彼が画家であることは明白です。

「( 頭を扉にぶつけて ) ぶべっ！ あっ、先生！ 出てきちゃだめですって！」
「やかましい。お前たちが騒ぐと俺の作業が滞るんだ。それに、彼らを追い返したところで、こ
ちらの居場所を報告されれば同じことだろう……まぁ、茶でも飲みながら話そうじゃないか」
PC たちが応じれば、画家はお茶と椅子を勧めてくれます。

「俺はロラン。お察しの通り、ブランシャール家からご令嬢の絵を描くよう依頼を受けた画家さ」
「( どうやって絵を盗んだのか聞かれたら ) 依頼を受けたときに、当主様のサインを目にしてね。
筆跡を真似て、書状をでっち上げて絵を運び出したのさ。( 男たちを指しながら ) 二人はこの街
の画商で、俺の話を聞いて協力を申し出てくれたんだ。絵を運んでくれたのは彼らだよ」

「端的に言えば、君たちには俺のことを見逃してほしい。あと数日でいいんだ……あと数日あれば、
本来の絵が完成するはずだから……」

本来の絵？ 首をかしげる PC たちに、ロランは事情を説明します。
彼はアイオニオ近郊を拠点として活動する画家で、依頼を受けた際も「モデルの姿を見ずに、依
頼主から伝えられた情報を元に絵を仕上げる」という内容で契約をしたようです。モデルになる
のは深窓の令嬢、当主は娘のコレットを溺愛しているので、画家と言えど身分の低い男性と会わ
せたくなかったのでしょう。

当初は依頼の内容に不満がなかったロランは、淡々と納期通りに絵を仕上げます。ログレイズに
出向いて「絵が出来上がった」との報告を済ませた彼は、街中で偶然コレットの姿を見てしまい
ます。

「市のはずれで、そんなに珍しいのか目をまんまるにして人形劇を見ていてね。後で知ったんだが、
屋敷をこっそり抜け出して来てたそうだ。慌てた様子の使用人が、結末の前に連れ戻しに来たか
ら間違いないだろうな」

「あのときの素直な笑顔を……俺は、忘れることができないんだ」
ロランは切なげな表情をすると、立ち上がって奥の部屋に続く扉を開きます。

「問題の絵だ、ちょっと見てほしい」
暗い部屋の隅には、貴族のお屋敷に飾られるような、大きなサイズのキャンバスが鎮座していま
す。ほのかな光の中、日傘を差した少女は、睫毛を伏せて、憂いを帯びた瞳で佇んでいます。

「どう思う」
「(PC たちの言葉を聞きつつ ) 日傘も、姿勢も、光の加減も悪くない。それが、表情のせいで全
部台無しだ！ これじゃ屋敷の奥に押し込められた陰鬱な少女になっちまう！」

「遣いの報告を受けた当主様は、絵の出来にすっかり満足しちまってる。俺が手直ししたいと言っ
ても、今のままで構わない、完璧だの一点張りだ。ただの令嬢としては百点満点の絵だろうが
……俺は、絵の中でまで彼女にそんな顔をさせたいわけじゃないんだ」

「頼む！ 俺に時間をくれ！ 絵を仕上げた後でなら、どんな罰も受ける！ この通りだ！」
ロランは PC たちに頭を下げます。ペルカ候補も見つかっているし、数日くらいならなんとかな
るかも……？　すると、横からこっそり、画商の一人が PC たちに耳打ちします。

身分の低い男性
ロランは優れた画家で、何人かのパ
トロンを持っているものの、それ以
上の貴族との繋がりはない。ブラン
シャール家と事を荒立てれば、当然
彼の立場は危うくなる。それを承知
で絵を盗み出すほど、彼は必死なの
だ。
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そうだ！
PC たちが行き詰まった場合、判定
を要求して同様のアイディアに行き
着いたことにしても構わない。

「人形劇を開催できなかった場合」
相変わらず後味が悪くなるため、こ
の展開もなるべく避けたほうがい
い。マギサたちの優しいお節介が、
必ずしも実を結ぶわけではないが、
保身に走ってばかりでは事態は好転
しない。人と関わるために旅に出た
ことを忘れないでほしい。

げんきを３消費
今回のシナリオ固有の処理であるた
め、事前にきちんと説明しておこう。
また、探索フェイズは終了している
ので、判定によってまんぷくが減少
することはない。

「そうは言ってるっすけど……画家先生、手直しが行き詰まってるみたいっすよ。なんでも、使
用人に無理矢理連れて行かれる娘さんの無念の涙がちらついて、これぞ！ って笑顔にならない
とか。なんとかならないっすかね……」
劇の途中で連れ戻されたコレット。ロランの頭に残る、彼女の涙を拭い去って、笑顔を浮かべた
姿を蘇らせるにはどうしたらいいでしょうか？
そうだ！ 彼女をもう一度連れ出して、人形劇の最後を見せてあげられないかな？

「め、名案だ！ それでいこう！ 夜ならきっと、彼女を連れ出す隙があるはずだ！ そうと決まれ
ば劇の準備をしないと……」
劇の開催を提案すると、浮かない顔だったロランは、元気を取り戻して PC たちに感謝します。

もしもロランを見逃して、手助けをせずにペルカを探すことにした場合、後日 PC たちはロラン
が絵を没収される現場を目撃します。GM は以降の演出を飛ばして、クライマックスフェイズの
最後「人形劇を開催できなかった場合」の描写を行ってください。PC たちが人形劇を開催する
かどうか決めたら、クライマックスフェイズに進みます。

◆クライマックスフェイズ
　ロランを助け、コレットのために人形劇をすると決めた PC たちは、今日の晩に間に合うよう
に急ピッチで準備を進めていきます（画商の男たちも手伝ってくれるようです）。
　さて、準備するものはたくさんありますが、何から手をつけようか……。

　以降、PC は１回判定を行う毎にげんきを３消費します。げんきが 0 になった PC は疲れ果て、
劇の開催まで寝込んで行動ができなくなってしまいます。全ての作業が終われば、無事に劇を開
催することができます。

★タイトルを思い出そう　よわたり(7) と ものしり(8)

　まずはコレットが最後まで見られなかった劇のタイトルを突き止めなければなりません。
　PC のうち誰か１人が代表して判定を行う。誰かが成功するまで続ける（判定を行う PC は１
回毎に変えてよい）。

・よわたりの判定に成功した

「ええと、確か……城を追い出された姫が、山奥で妖精と一緒に暮らしてたところで、旅の王
子と出会うって具合の筋立てだったはずだ。その後王子が従者に騙され、姫から引き剥がされ
てすったもんだするんだが……俺もあらすじは途中までしか知らないな」
ロランから上手く話を引き出せた。

・ものしりの判定に成功した

その話、集落で聞いたことがあるかも！ 劇のタイトルは『白い林檎』で、ダンダルジオスの北
部でよく語られる童話です。寝しなにベッドで先輩魔女が語り聞かせてくれた、君たちにとっ
ても馴染み深いお話です。

★台本を作ろう　ものしり (12)

　コレットが見ることができなかった、劇の最後。記憶を頼りに、PC たちは台本を再現してい
きます。
　PC のうち誰か１人が代表して判定を行う（判定を行う PC は１回毎に変えてよい）。
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・判定に成功した

完璧な台本ができた！ 配役をどうするか悩みどころだね。
GM は PL に別添の「台本１」を配布する。

・諦めて判定を飛ばした場合

だいたいこんなかんじじゃなかったっけ？ 台本が穴抜きの状態になるので、適当に台詞を捏造
しなければいけません。
GM は PL に別添の「台本２」を配布する。

★材料を集めよう　かっぱつ (9)　3 回

　劇に必要な人形と舞台を作るには、端切れや木材など様々な素材が必要です。ロランがくれた
おこづかいを手に市を巡れば、親切な商人たちが安値で素材を譲ってくれます。あとはこれを目
立たないように貸家に運べば大丈夫！
　PC のうち誰か１人が代表して判定を行う。判定に３回成功するまで続ける（判定を行う PC
は１回毎に変えてよい）。

・判定に成功した

裏路地を通って、こそこそ荷物を運び込んだ。誰にも見られてないよ！

★人形を作ろう　きよう (25)　累積

　布や毛糸、ボタンを使って人形を作っていこう。上手くできるかな……。
　PC のうち誰か１人が代表して判定を行う（判定を行う PC は１回毎に変えてよい）。達成値の
合計が 25 以上になるまで続ける。判定に大成功した場合、即座に達成値が 25 になったものと
して扱う。
　この判定では、お針箱を持っている PC は、達成値に +[ お針箱の Lv] のボーナスを得る。

・判定に成功した

かわいい人形ができたよ！ 空いた時間で小物も作っちゃおうっと。

★舞台を作ろう　きよう (25)　累積

　木材を組み立てて布をかぶせ、舞台にしよう。背景はロランが描いてくれるみたいだ。
PC のうち誰か１人が代表して判定を行う（判定を行う PC は１回毎に変えてよい）。達成値の合
計が 25 以上になるまで続ける。判定に大成功した場合、即座に達成値が 25 になったものとし
て扱う。
　この判定では、彫刻台を持っている PC は、達成値に +[ 彫刻台の Lv] のボーナスを得る。

・判定に成功した

丈夫な舞台が完成！ 劇の準備は終わったから、あとはコレットを招待するだけ！

★コレットを招待しよう　任意 (10 程度）

　コレットが屋敷の外に出ているという噂はありません（そもそも、この騒ぎの中、過保護な父
親が彼女を外に出すとは思えないです）。夜になれば、コレットは二階の寝室に戻って眠りにつ
くでしょう。寝室の前には、噂の通り見張りが立っています。どうやって彼女を連れ出そうか
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……。
　GM は、PC の提案に応じて判定を要求してください。判定に成功するまで続けます。いい案
が思いつかない場合、屋敷に侵入して見張りを説得する、鏡の魔法で鳥に変身して窓からロープ
を届けて逃がす、などの方法を提案しましょう。

・判定に成功した

「まあ……！ あなたたち、私に劇を見せてくれるの？」
「怪しい人じゃないってわかるわ。人を見る目だけは自信があるの」

　コレットは PC たちの発言にすんなり理解を示して、目を輝かせながら後をついてくるでしょ
う。PC たちに手を引かれたコレットが、夜の街を駆けます。まもなく、彼女のためだけの劇が
始まるのです！

 ●人形劇を開催できた場合

　貸家に到着したコレットは、君たちが設えた客席に着きます。たった一人のために準備された、
特別な劇の始まりです！ 君たちは緊張した面持ちで台本を開きます……。
　PC に、それぞれ好きな役、または地の文を担当して、実際に台本を読み上げてもらいましょう。
PC の人数が３人の場合は、GM がロランとして地の文を読み上げるのがよいでしょう。

「すごい……あの日見た劇の続き……！ 絶対見られないと思っていたのに！」
　最後の一文が読み上げられると、コレットは興奮のあまり顔を紅潮させて、舞台へ惜しみない
拍手を送ります。人形劇は大成功です！ 彼女のこぼれんばかりの笑顔がそれを証明しています。

「（あいまいだった台詞が修正しきれなかった場合）ふふ……頑張って間に合わせてくれたのね」
「（拍手をしながら）ありがとう……本当にありがとう……。今夜のこと、きっと、一生忘れない
わ。私、あなたたちにどうやってお礼をしたらいいかしら？」
　PC たちが促すと、ばつの悪そうな表情でロランが舞台袖から現れます。

「その笑顔が見られただけで俺は満足さ」
「……とカッコよく決められたらよかったんだが……その……君の父君に、絵の納品をもう少し
ばかり待ってくれるようお願いしてくれないか？ 実は、どうしても手を入れたい箇所があって、
運送中の絵を盗んできてしまってね……」

「（PC たちが笑顔の肖像画にしたかったとばらしたら）おっ、おい！ それを本人に言う奴がある
か！」

「あなたが……私の絵を描いてくれるのね」
「ねえ、絵描きさん。私のこと、とびきり綺麗に描いてね。きっと、絵を見るたびに、素晴らし
い今日のことを思い出せるから」
　ロランが力強く頷き、コレットが微笑んだそのとき、二人から黄のアステールが飛び出します。
幸福な空気に包まれながら、夢のような劇の名残を惜しみつつ、コレットは見張りに気付かれな
いうちに屋敷に帰ると言います。

●人形劇を開催できなかった場合

「くそっ、やめろ、離せぇッ！ 俺は、まだその絵を、本当の意味で完成させられてないんだ！」
「あの子に、俺の絵の中で！ そんな寂しそうな顔をさせたくない！ 頼む、あと一週間……三日で
いい、時間をくれ！」
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　PC たちの嘆願もむなしく、悲痛な叫び声を上げるロランは、自警団に取り押さえられて連行
されていきます。
　ブランシャール家には、コレットの肖像画があのまま納品されるでしょう。あなたたちにはも
はやどうすることもできません。

●ロランを引き渡した場合

「畜生、畜生ッ！ お前ら、人の心ってもんはないのか！」
「あの子の笑顔を、本来の姿を、描いてやりたいってことはそんなに悪いことなのかよ……！」
「芸術を、画家の心を踏みにじる悪魔め！ 呪われろ！ お前らの一生は血と泥にまみれたものにな
るだろう！」
　呪詛の言葉を吐きながら、ロランは自警団に取り押さえられて連行されていきます。本当にこ
れでよかったのでしょうか……。
　ブランシャール家には、コレットの肖像画があのまま納品されるでしょう。何にせよ、PC た
ちはブランシャール家から情報提供の謝礼を受け取ります。

　さて、一仕事終えて、満足げに微笑む君たちは、大事なことを忘れているのに気が付きます。
まだペルカの家を訪問していなかった……！
　例の倉庫に手紙を差し入れていた場合は、もしかするとペルカを待たせてしまっているかもし
れません。
　人形劇が大団円で終わっていれば、ロランとコレットは「あとは自分たちで何とかするから大
丈夫」と言います。２人に挨拶を済ませ、足早に倉庫へと向かうと、窓からろうそくの明かりが
漏れているのがわかります。中に人が待っているはずです。

 「（手紙を書いた場合）俺を夜まで待たせるとは、なかなかいい度胸をしているな！ ……な～ん
て冗談冗談。キミたちマギサの慈悲深さは俺もよーく知っているからね。おおかた、どこかで人
助けをしてきたんだろう？」

「（手紙を書かなかった場合）いやはや、他の居候先を見つけてしまったのかと思ったよ。ログレ
イズは広いから、あと一人や二人はペルカもいそうなものだからな。ようこそ、うちが使ってる
しみったれた倉庫に」
　待っていたのはやはり、市場で出会った男性でした。

「（倉庫に泊めるのかと聞くと）まさか！ 神の遣いたるマギサ様に畏れ多い！ 俺の家は人の出入
りが多いからね……万一のことがあると困るから、手紙は人がめったに入らない倉庫に差し入れ
てもらって、こまめに確認してるってわけさ。これからちゃんと、ふかふかのベッドと美味しい
食事のある家にお連れするよ」

「おっといけない、自己紹介がまだだったね。俺はファブリス。ログレイズの物流を取り仕切る
役人で、市場の均衡を保つ鑑定士。そして、キミたちマギサを守るペルカだ。よろしく頼むよ」
　ファブリスと握手を交わすと、PC たちは彼の家に案内されます。立派な門と庭がある、緑の
屋根が素敵な家です。確かに、ここにはちょっと手紙を出しづらいかも……。
　玄関扉を開けると、ファブリスは PC たちを中に招き入れて、ロビーにあるソファを勧めてく
れます。もう鏡の魔法を解いても大丈夫でしょう。テーブルには軽食と水さしいっぱいの冷水、
ソファは日中の疲れが吹き飛ぶようなふかふかさ……！ 油断すると眠ってしまいそうです。
　到着早々ハプニングに見舞われたものの、４人の新米魔女は、無事ペルカの家に到着しました。
これから君たちの、ログレイズの街での生活が始まるのです。
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女性のわりに低い声
キャンペーンを最後まで確認した
GMはご存知のことと思うが、これ
は毒入りの葡萄酒によって喉が焼け
てしまったからである。クレアの喉
についての情報はキャンペーンの根
幹に関わってくるので、この時点で
は決して PCに明かさないこと。も
しも不躾な質問を繰り返せば、ファ
ブリスは市場でそうしたように「い
ただけないなぁ。礼儀と品格、どち
らも欠けた発言だ」と言うだろう。

警戒度上昇の処理
基本ルールブック P.38 参照。悲し
きかな、悪目立ちするような言動を
謹んでも、ただ街に滞在しているだ
けで徐々に警戒度は上昇していく。
旅人が長くひとところに留まること
自体が不自然なのだ。

少し考え込むような表情
今回の件で PCたちはコレットに大
層気に入られることになる。偶然生
まれた縁を活用して、裏でファブリ
スが何をしていたのかは、キャン
ペーンの４話で明らかになる。

◆報酬
　PC たちは今回の件の報酬として、ブランシャール家（とロラン）からマテリアルを受け取り
ます。獲得できるアステールとマテリアルの量は以下の通りです。

・人形劇を開催できた場合
赤１、緑１、黄２、マテリアル 100
・人形劇を開催できなかった場合
赤２、青１、マテリアル 80
・ロランを引き渡した場合
赤１、マテリアル 80

◆歓談フェイズ
　すっかりくつろいだ様子の PC たちに、何気なくファブリスが問いかけます。

「我が家は気に入ってくれたかな？ 一人キミたちに紹介したい人がいるんだけど、構わないか
な？」

「（PC たちが困惑したら）ああ、大丈夫。キミたちの事情をちゃんと知ってる、信頼のおける人
だよ」

「姫様、ご客人をお招きしたよ！ 挨拶してくれるかい？」

　ファブリスが声をかけると、奥の部屋から女性が１人出てきます。
「その呼び方はやめなさいと言ったでしょう、ファブリス」
「やれやれ……わかったよ、クレア」
　痩せ気味でか弱い印象を受けますが、その立ち姿は凛として、どこか威厳すら漂っています。

「いらっしゃい、かわいいお客様。はっきり喋れなくてごめんなさいね」
「私はクレア。ファブリスと違ってペルカではないけれど、あなたたちの事情はよく知っているわ。
何か困ったことがあれば、いつでも教えてちょうだい」

「（姫なのかと聞かれたら）違うわ、彼が勝手に呼んでいるだけ」
「（声について聞かれたら）あぁ、病気じゃないから安心して。それに、慣れているから大丈夫よ。
ごめんなさいね、心配させてしまって」
　クレアは女性のわりに低い声です。彼女はにこやかに挨拶すると、PC たちを食堂に通します。

「お腹が空いたでしょう？ ちょっと遅いけれど、晩ごはんにしましょうか」
「約束通りのおいしい食事だよ。俺のシチューは絶品だぜ？」
　食事の席についたところで、ダイスを振って歓談表の結果を確認しましょう。警戒度上昇の処
理もお忘れなく。おいしい料理を囲んで、PC たちは会話に花を咲かせます。ファブリスとクレ
アは始終朗らかですが、もしも人形劇の話でブランシャール家の名前が出れば、ファブリスは興
味深そうにそれを聞いて少し考え込むような表情をするでしょう。
　二人との会話を終えたら、今回のセッションは終了です。友好度と警戒度の確認を済ませ、街
の様子や知り合った NPC の情報を整理してから、２話に進んでください。

リザルト


